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群馬縣利根含炭地三元：炭砿附近概査報告

須貝貫＝＊　久保恭輔＊　河内英’圭＊
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　　　　　Coal－bearing　District，ぐGumma　Prefect皿e

by

Kwanji　Sugai，K：yδsuke　K：ubo＆Hideyuki　Kawachi

　　FThe　Tertiary　sediments　in　this　district　consist　of　the　Sarugakyo　a益d　the　Minakami

groups　which　are　Miocene　in　age，　They　are　acヒompanied　with　abundant　volcanic　rocks

such　as．rhyolite，Pyroxene　andesite　and　dacit“。

　　The　Minakami　group　is　cQrrelated　to　the　so－cal玉ed　Misaka　group，and　subdivided　into

following　two　formations，the　Namezawa　and㌻he　K：aminoku。　These　two　lformatlons　are

composed　mainly　of　the　so・ca11ed“green　tu｛f，’．，

　　Coal　seams　are　intercalated　lenticularly　in　the　Kaminoku　formation．The　coal　is　of

weak　coking，and　has　about8，000cal．in　calorific　value．

　　The　Sarugakyo　group　consists　of　enormous　amount　of　dacitic　tu丘in　this，area　and

covers　the　Minakami　group　unconformably．　The　time　of　its　ウolcanic　errupt至on　perhaps

range　from，middle－01der　Miocenαto　early　Pliocene．

要　　旨

　利根含炭地は“常磐炭”よりnも炭化度の高い石炭を

隔
産

し　しかも東京から汽車でわずか4時間足らずという

地理的な条件にめぐまれているので，過去幾度か世人ゐ

注目をひいてきた5しかし当地域に関しては，従来公表

された充分な調査資料もなく，したがつて現地の状況に

っいては不明であつた。

　今回，短期間ながら当地域を概査する機会を得たが，

調査の結果次のことがわかつた。

　すなわち，当地域の石炭はいわゆる御坂層群に属する

ものであつて，緑色凝灰岩層のなかに不規則なレソズ状

に胚胎している。炭層の規模は小さく，現在稼行中の炭

層はその深部を除いては期待できない。また爽炭層は現

稼行区域から南西の方向，すなわち上越線上牧駅よりの

戸谷沢の上流に向うて延びているようである。したがつ

てこの地域に炭層が賦存する可能性があるわけである

　　　　　　　　　　　　　ヤが，現稼行区域の炭層の発達状況や炭層の生成条件およ’

び火山岩による來炭層の分布地域の制約などの諸条件か

ら推測して，・規模の大ぎい炭層をこの地域に期待するこ

とは望み薄い。さらに現稼行区域の東側の地域について

も，西側の地域と同様期待し得る炭層は認められない・

＊燃料部

1．緒　 言

1．1調査の目・的

利根含炭地の炭層の賦存状態については，当地域の地

質条件に禍されて，単なる地表調査からは明確な判定が

下しにくぐ，いままではある程度の推測がなされていた

程度である。たまたま当地域を稼行している三乖炭砿で

は，現在稼行中の切羽が次第に深くなつてきたため，，採

掘費が嵩むことや，炭丈の厚い好条件の炭層は戦時中に

大部分を掘り尽したので，炭砿側では現稼行区域に面接

する鉄道線よりの地域の採炭を強く希望している。さら

に昭和20年に当地域を調査した井島信五郎の報告・）によ

ると，炭砿側が期待している地域には炭層が賦存する可

能性があつて，探炭する必要のあることを述べ，将来の

開発方針に対する意見とともに希望的な結論を出し亡い

る。

　このような経緯で利根含炭地における石炭の賦存状態・

が，果してどういうものかを知る必要が生じたので，今

回まずその予察調査を試みることになりたものである。

1．2調査地
群爲県利根郡古馬敦村吉平附近

（利根含炭地　三元炭砿附近）

工3　調査者および調査期日
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第1図　群馬縣利根郡古馬牧村吉軍附近（利根含炭地）地質図



群馬県利根含炭地三元炭砿附近概査報告　（須貝貫二・久保恭輔・河内英幸）

地質調査須貝貫二　昭和27年12月8日～11日

　　　　　　（4日間）
　　　久保恭輔’昭和27年12月5日～11日

　　　　　　（7日間）
稼行調査　河内英幸　　　　　同　上

1．4使用地図
航空写真図化地形図　1：10，000

（東京通商産業局石炭課から分与）

2．位置・交遽

調査地域は上越線上牧駅の東側を占める約2．6km2

め区域で，同駅から東に約3km，徒歩約30分で三元炭

砿の鉱業所に到藤する。この間，道路はかなりよく整備

され，石炭は普通トラックで後閑駅に搬出されるが，時

にはそのまXトラックで筒崎や東京方面に直送すること

もある。

　　　　　　3．地　質
　3。1層序
　本地域は石炭を伴なういわゆる緑色凝灰岩を主とする

！地層と，その上に不整合関係（？）での白色凝灰岩層とか

らなつている。これらのうちで少なくとも緑色凝灰岩類

は，上越地方に広く発達するいわゆる御坂層に相当する

地層のr部に当るらしい。木崎喜雄・新井房夫2）による

と，水上地方に発達するいわゆる御坂層を，水上層群と

層 　序　 表

　3、。2地属各規

　3．2．1　奈女沢累層註1）

　本層は調査区域外，北方の奈女沢を中心とする地域に

分布する。井島1）によれば，本層は今回の調査地域内に

は北東隅に僅かに露出し，青みの勝つた常緑色の角礫凝

灰岩を主とする地層で，時に砂岩や頁岩を挾んでいる。　　　・

また摺曲運動や火成岩の湛入等の影響を受けて擾乱の著

、しら地層で，下限は不明である汎上位の吉平層群とは一

不整合関係にあるという。しかし当地域で井島3）が崇女，

『沢層群とした地層は，岩相その他から筆者らの戸谷沢緑

色凝灰岩層と同じものであろうと思われる。それで筆者．

らは井島が奈女沢層群としたものの一部嫡一応戸谷課緑

色凝灰岩層としておいた。本層と上牧累層との関係は整

合で，後者は前者に包含させるのが愛当かも知れない

が，この点については今後の調査にまちたいQ

木崎・新井1952 井島　1952

3．2．2．上牧累層註2）．

白岩沢を模式地とする。その層厚は白岩沢で約350m

に達する。 安山岩質凝灰岩を主とする地層であるカ㍉礫

岩層や含炭砂岩・頁岩互層などをレソズ状に挨んでい

る。特に上部には礫岩と炭層とを伴なう砂岩・泥岩の互

層（吉平來炭層）があつて，かなりの拡りをもつている・

本層はほ黛東西の方向に発達して，西は上物駅以西の

地域に延び，東へは大沼を経て池田村に達し，南に傾斜

する単斜構造を示している。井島3）によれば，大沼以東

　　　　の地域では礫岩が優勢になり，厚さ50m

　＿，　以上の礫岩層を介在している。

猿ケ京層群

水

上

層
群

奈女沢層

比貝戸層

三峯山
　石英安山岩

．ゑ黛置避．／

事嘩磁層

異趨躍鞭
奈女沢層群

久保・河内・須貝1953

崖錐堆積物

猿層　白　岩　沢　上部
ケ群
京　凝灰岩層下部
、F＿、＿’　、’＿、イー＿？vハー一／・、一

水

上

層

群

上

牧

累

層

石ゴネ沢互層

吉平爽炭層

戸　谷　沢
緑色凝灰岩層

？

奈女沢累層

そゐ上に不整合にのる猿ケ京層群とに分け，水上層群を

．さらに4層に細分している。この地層区分に従うと，こ

の地域の地層は，猿ケ京層群と永上層群のうちの奈女沢

P層とに属することになる（層序表）。このなかでいわゆう

緑色凝灰岩層は水上層群に属する。緑色凝灰岩層の上位

起ある白色凝灰岩層ほ石英安山岩質で，当地域の南東部

以南の地域に広く分布する（第1図および第2図）。

　新井4）によれば，水上層群と猿ケ京層群

の木整合面を，筆者らの吉平爽炭層のほ壁

基底附近においているようであるが，今回

の調査地域内ではこのような関係を認める

、ことセまできなカ、つたo

　本層は下位から戸谷沢緑色凝灰岩層・吉

平來炭層・石ゴネ沢互層の3部層に分けら

れる。

　戸谷沢緑色凝茨岩層註3！模式地は上牧

駅の東方約1，000mで，利根川に注ぐ戸谷

沢のf上流である。層厚は約300m位と推

定される。

本層は安山岩質の凝灰岩を主とし，いわゆる緑色凝灰

岩と呼ばれるものであるが，新鮮な色は緑灰色ないし淡

註1）　本雇は木崎・新井のi奈女沢眉の一噸3に當る。

註2）　井島の吉李雇群と同じものであるo

註3）井島の戸谷暦群と同じものを指してはいるが雇序表に示し究井島

　の雇序で吉李雇群の上に不整合にのる炉斧暦群は，筆者らの見解

　によれば鳥止角礫凝灰岩雇と同じ履準にあつて，雨者は1つの屠

　（formation）として扱うべ啓ものであるo從つて戸谷雇群は抹

　殺づ，ることに．する。
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、

青緑灰色あるいは灰紫色を呈する。模式地の戸谷沢には

青緑灰色の凝灰岩の基地めなかに，暗灰色や暗紫色を旱

する，非常に新鮮な安山岩礫を含んで全体としては緑色

の勝つた斑状の配色をなしているものがある。一般に無

層理で，角礫構造を示ずものから粗粒ないし細粒のもの

まである。層理を朗瞭に示すのは，他の水成岩を挾む部

分である。本層の基底に近い層準に厚さ約20』mの礫岩

層註4）がある。’その構成礫は安山岩・紛岩質岩・粘板岩

等の亜円礫ないし円礫からなつているQ礫の大きさ．は5

～120cmで10cm内外のものが多く、，緑色の粗粒砂に

・よつて充填されている・この礫岩は礫の量を減じつつ下

位の緑色凝灰岩に漸移する・

　戸谷沢や石ゴネ沢上流に分布する本層中には，珪化木

註4）　井島の豆畑基底礫岩雇。

や炭化木を産する。珪化木の中には材の中心部が炭化し、

ているものがあるb

　吉耶爽炭層　白岩沢を模式地とする。厚さは30・》40m∫

でほ聖東西方向の走向をもち，、南に30～40Q傾斜してい

る。本層は石ゴネ沢から大原の小沢の奥まで600m．ほど一

追跡できるが，それから西は崖錐堆積物に蔽われてその

発達状態は不明である。礫岩を伴なう砂岩・泥岩の互層で

そのなかに薄い炭層を1酬2枚挾んでいる。延長約600m

の間の炭層露頭線で4ヵ所の露頭を観察レたが，いずれ

も10cm内外の厚さの石炭ないし炭質頁岩である。現、

に稼行中の坑内では，この薄層が山丈1m以上にまで

変化しているζとは注意単値する・炭層の上位にはかな

り連続性のある礫岩層がある。その構成礫は卵大ない一し

大豆大の円礫を主とし，・火山岩や片岩・粘板岩および堅・
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硬な砂岩等の古期岩類からなつている。本坑や3坑の坑

口附近では，その厚さが3・》4mであるが，白岩沢では

約17mとなり，その間に薄い砂岩を挾むようになる。・

さらに東方の石ゴネ沢では本層の下部にも礫岩層があ

つて，全体として礫岩が多くなり，特に本層の上限に近

い処には，直径1m内外の古生層と，思われる変成岩の

亜角礫を主とする厚さ約3mの巨礫岩層がある。砂岩は

：一般に粗粒で軽石准を多く伴ない，明るい灰色のものが

多い。下位の戸谷沢緑色凝灰岩層とは整合で，その境界　．

，は漸移的である。

　石ゴネ沢互麿　模式地は石ゴネ沢の上流で，その層厚

．は白岩沢で約50mである。本層は吉平來炭層の礫岩と

砂岩に富む部分の上位にあつて，擬灰岩・凝灰質砂岩・

、泥岩の互層で礫岩を挾まず，青緑色や濃緑灰色の凝灰岩

で特徴づけられる。このことは吉平來炭層にはみられな

．かりた緑色凝灰岩が，ふた』びあらわれ始めたことを意

昧する。㌦

　3．2．3　白岩沢凝灰岩層註5）

　模式地は白岩沢の上洗である。本層はほとんど無層理

の地層で，厚さは正確にはわからないが300m以上は

あるものと患われる01

　本層は石英安山岩質凝灰岩からなつていて，その上部

は淡青色を帯びた白色の軽石を主とする凝灰岩層で，黒

、雲母や他ゐ異質破片を伴なつている・全体の色調は白岩

沢の名称のあるように白色から淡青緑灰色・淡黄色のも

のまであるが，一般に白色勝ちである。

　これに対して下部は灰白色の軟かい粗粒凝灰岩で，多

量の黒雲母や石英を伴ない，鉱物組成の上からは上部層

と変りなく，同じ火山活動の所産であろうと考えられる

が，上部層のように多量の軽石を含まず，1一見アルコー

ズ砂岩に似た岩相を示す。

　調査地域南方の沼田町め周縁や，以東の地域には白色

の凝灰岩層が広く分布している。太田良平6）によれば，

この凝灰岩層は調査地域の白岩沢凝灰岩層と岩質の上か一

らはまつたく同じものであるというo

　木村達明5）はこの凝灰岩層を沼田凝灰岩層と命名L，／

本層からFagussp．，Quercussp・等の植物化石とLu・

dna　borea！is：Lin鍛eほカ・5種の海極貝化石を報告して

いる。また本層の下位には，断層で接するいゆわる緑色

凝灰岩類が存在するといつている。

　新井4）は，調査地域西方の新治村猿ケ京附近に広く発

，達し，中新世中期を指示する有孔虫その他を伴なう黒色

頁岩層を，当地域の吉平來炭層から白岩沢凝灰岩層に該

当する地層にほ黛苅毘し，これらの地層を猿ケ京層群と

，註5）井島は本暦を三蛋山石英寮出岩として扱つている。井島の戸谷雇

　　群離鰭らの本雇を指すものでは拠’。

して一括した。両地域の地層の関係については詳しいこ

とはわからないが，筆者らは吉平爽炭層と石ゴネ沢互層

とは，白岩沢凝灰岩層から離して下位の戸谷沢緑色凝灰

岩層乏ともに，いわゆる緑色凝灰岩類の一員として扱い

たい0
　3．2．4　崖錐堆積物

　これは沖積世の生成物で，’主として戸谷沢沿いに，そ

の両側斜面を掩うているが，その一部は白岩沢の西斜面

にも及んでいる。おもに石英安山岩の岩塊からなり，直

径1m内外の亜円礫を普通とするが，時には直径3m
に達する巨大なものもある。これらの岩塊は井島によれ

ば本地域の南東方にある三峯山を構成する石英安山岩か

ら由来Lたものであるとしよう。

　3．3』’火山岩類

　この地域の西部には流紋岩と両輝石安山岩とが露出し・

ている。

　前者はさらに北方区域外に広く分布して炉る。一般に

流状構造をもち，淡灰色で，石英の斑晶をわずかにもつ・

戸谷沢緑色擬灰岩層とは軍入関係にあるもののようであ

る。

　安山岩は戸谷沢の南方の三角山から，さらに南方区域

外の利根川沿い㌍分布する。斑晶として輝石をもつが・

一般に斑状構造を示さない。この輝石安山岩と戸谷沢凝

灰岩層との直接の関係は観察できない。太田6）によれ

ば，沼田町の北方に分布ずる安山岩は，武尊火山熔岩の

，末端であつて，第四紀の礫層の上位にある。すなわち赤

城火山の外輪山を形成する擬灰角礫岩の上位にある礫層

を蔽つている。したがつてその噴出時期は赤城火山のな

かでも新期のものであるQ

　武尊火山熔岩の分布状態からみると，当地域の輝石安

山岩は武尊火山の噴出に串るものかもしれない。

　本地域には分布しないが，三峯山石英安山岩1）は沼田

町周縁に分布するものと同じものである。本岩の噴出時

期は，既述したようにそのなかに介在する凝灰岩層から

産する化石によつて，中新世中一後期から鮮新世初期の

間であろうとされている4）5）。

　　　　　　　4．炭　　暦
　　　　　　　　　　　　　r
4．1賦存朕況
地表における炭層の露頭では，既述したように炭層の．一

厚さといい，炭質といい，ともにみるべきものはない。

現在稼行中の坑内については，すでに採掘した箇所の炭

層の保存状態が非常に悪いため，本坑の斜坑のごく一部

をのぞいては，炭層の発達状況を観察することがでぎな

かつた。さらに調査時，本坑の㌘片以深はポソプの敢障

で詠ガ溜り，ス貌不能であつた。それでこもて濾三牙炭
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図石炭
　　　　第3図　炭雇柱朕図
砿の羽田勝一の供述に華づき，坑内の炭層の発達状況を．

述べることにする。

　本坑坑口の露頭では，約50cmの泥岩のなかに10ρm

位の炭質頁岩が2～3枚ある。今本坑の斜坑に沿う炭層

の厚さの変化をみると，左1片附近で山丈70cm，炭丈：　　、

32cm，坑口から約60mの3～4片附近では山丈110cml、

炭丈約87cm位にまで厚くなり，坑口から125珊の7

片附近では山丈30～65c血となるもののよ5である（第1

3図）。つぎに・走向延長の変化を調べてみると，本坑坑．

口から80m附近の右片盤坑道（斜坑に対して西側の地、

域）では，斜坑から3～4mのところで急に薄化する。

他方左片盤坑道では，炭層は最もよく発達し，山丈1m、

以上の炭層が走向延長少なくとも40mは続くるその東

、方延長とみなされる白岩沢の露頭では，如cm前後の炭

質頁岩があるだけである。この露頭から鑓押し（5坑）で

本坑の方向に探炭坑道を掘難したが，結果は面白くなく

やめている。5坑・3坑間の炭層の発達状況はよくわか

らないが，3坑の左片盤坑道の旧切羽の延びの状態から

、判断すると，それから先の5坑よりの区域は採掘するに、

たえない程匿のもFのであろう。

　このような状況から判断すると，本坑の左片盤坑道附糀

近を除いては，炭層の走向延長の賦存状態には期待でぎ、

るものはなく，全体として炭層は膨縮の甚だしいレン・ズ

状の形態を示すものであろう。今後探炭の余地ありとす

れば，まず現稼行区域の炭層の深け先の状態を検討する・

ことである。

4．2炭質
井島1）の報告にある石炭の工業分析の結果によれば，

当炭砿の石炭は純炭中の固定炭素量が50％前後，純炭発

熱量が8，000CaI．前後の値を示し，日本工業規格炭量

計算基準（JIS　M1002）の石炭分類のD級に属する弱粘曽

結炭である。全硫黄量は非常に多く，4～6％の値を示し

ている．。

既述のように，調査当時坑内水没のため炭層状況を直．

接観察できなかつたため，今回は炭量を算出しない魁

石　炭　分　析　表

試料採取位置
および銘柄

三坑本線引立

主坑左一片

三坑右一片

一坑左一片
一坑左一片昇

戸谷沢露頭

・三　元、塊

三　元　粉

水分

6．37

6．37

6．62

3。77

4．83

4．44

6．63

6．31

灰分

14．45

10．01

15．51

19．91

14，07

31，79

8，48

27．90

輝発分

37．74

42．73

39．09、

39．36

44．53

33。32

35．24

32．57

　　5固定炭素発熱量

41．44

40．89

38．78

36196

36．57

30．45

49．65

33．22

6，259

6，699

6，086

6タ127

6，600

4，903

6，624

5，000

純炭
固定炭素

52．33

48．88

49．80

48．27

45．09

47．75

純炭補正発熱量1

（灰響率）髄黄

8，067

8，118

7，991

8，265
－
8
，

297

8，092

．、6．08

4．93酵

分　析　者

　コ東京通産局

　　昭和26年8月

　　一
、燃料研究所

∫　昭和27年3月5日1
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残存炭量に対してはあまり期待をかけられない。

5．稼行概況

翫1沿革
井島の資料によると，50数年前，地元の吉平部落有志

が現在の本坑排水坑を開坑し，約30m掘進して炭丈

30数Cmの炭層に着炭した。その後経営者は何代とな

くかわつたが，昭和12年，地元の渡辺米次郎湖日本鋼

管等の援助によつて重油による発電機・捲揚機・ポンプ

等の設備を増強し，本坑斜坑を平均傾斜25。をもつて

110mまで沿層掘進し，昭和18年には月産500t平均

を出炭していたといわれる。その後，西ケ久保重光の経

営に移り，さ．らに昭和25年11月に現在の株式会社三元

炭砿の経営するところとなつた。三元炭砿になつてから

2坑・3坑・4坑・5坑を開坑したが，稼行できるのは2

坑乙3坑のみで，4坑・5坑では炭層が薄化して現況で

は稼行できない。

5．2鉱区
　　群馬試登第3，298号　417，000坪

　　　〃　第3，299号　207，000坪

　5．3坑内歌況
　各片盤距離は15m間隔で設けられ，切羽の幅は5m

で，昇向柱房式の手掘採炭を1切羽2人で行つている。

発破は坑道掘進と切羽の下盤起しとのみ使われている。

　坑道の大きさは斜坑で5保6ノ，片盤で5ノ×5ノであるQ

捲揚機は本坑に30馬力，、2坑に15馬力が設置されてあ

，1

ノぐ

ニ坑6朔63

〃．篭」

＼
．

隻

、

鎌〆縫
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　　　　　扇
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第4図　三元炭砿坑内図
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27年度月別出炭量と労務者数

出炭（t）

全砿員
坑内員

1・月

357

30

19

3月

270

24

14

15月

38

8
4

17月

0
，

8
4

I　g月

0
11

6

11月

91

11－

6

るが，片盤運搬は手押しである。ポソプは1坑6片に10

馬力が設置されてあるが，すでに携水能力に限定がきて

いるようである。また坑内水には硫黄分が多量に含まれ

ているので，ポンプや鉄管の損粍がはなはだしい。

　選炭は格子節によつて塊と粉とに分けているのみで，

その割合は塊炭40％，粉炭60％位である。

　将来本坑と2坑とを坑内貫通するため，本坑7片から

掘進を始めているが，これが貫通の暁には，通気・運搬・

排永等に多大の好能率が期待される（第4図）。

6．結　　論

　（1）石炭はいわゆる緑色凝灰岩類のなかに生成され

たもので，不規則なレyズ状をなすものであろう。

　（2）　現稼行区域の西側の地域は，來炭層が新期堆積

物によつて不整合に被覆されていることと，露出が非常

によくないために，炭層の賦存状態については正確な判

断に苦しむが，種々の状況から推察して大きな期待はか

けられない。また白岩沢以東の地域についても同様に望

み薄い。

　（3）炭砿側は現稼行区域の西側の地域，すなわち井

島が指摘したように下原附近に試錐の実施を強く要望し

ているが，今回の調査では，これを強く推進させる資料

は得られなかつた。1かりにこの地域に試錐を行うにして

も，かなケの危険と犠牲を覚悟しなければならないであ

ろう。

　（4）坑内の炭層の発達状況の調奪は今回不充分であ

つたので，今後補足する必要が南ろう。

　（5）本調査地域内の他の区域に，炭層が賦存しない

とはいいきれ参いので，今後とも注意を払う必要があ

る。しかし今後早急に地質精査を実施する必要ぽ認めら

れない。　　　　　　　　　（昭和27年12月調査）
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